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材料開発において、材料の合成や分解の過程を理解するために、その場観察を行い合成や分解の過

程の形態変化に関する情報を得ることは重要である。最近、強磁場中で熱処理を行うことで、強磁性

体の組織制御や相平衡を制御する研究が行われており、今後、磁場を用いた材料開発を発展させる上

で、磁場中合成・分解過程のその場観察は極めて意義深い。今回、我々は、強磁場中で強磁性体の示

差熱分析とその場観測を同時にできる装置を開発し、実験に成功したので報告する。 

実験は、磁場によって分解温度が変化する強磁性化合物 MnBi を使用し[1]、東北大学金属材料研究

所強磁場センターの 10T-CSM（100 mmボア）を用いて行った。 

Fig. 1に開発したその場観察装置の写真を示す。試料加熱のために透明ガラスヒーター(BLAST社製)

を使用した。ヒーターを非磁性フランジで固定し、ヒーターの温度

上昇によって超伝導マグネットに悪影響を与えないように、冷却ジ

ャケットを設置した。加熱炉はマグネットボア内で使用するため、

試料を EL発光体で照明し、CCDカメラと三角プリズムを用いて試

料の形態観察をできるようにした。観察する強磁性試料はφ6mmの

透明石英管で出来た試料ホルダーと石英ウールを用いて固定し、こ

れをφ10mm の透明石英管内に挿入し、真空やガス雰囲気状態で実

験できるようにした。１対のシース型 R熱電対をφ6mm試料ホルダ

ーに挿入し、試料に接することで、試料温度を測定する。φ6mm試

料ホルダーの外部に上記とは別の１対のシース型 R 熱電対を挿入

し、参照温度を測定することで示差熱分析(DTA)を行う。本システ

ムでは、試料観察と示差熱分析の様子を同時にディスプレイ表示し、

また画像と数値データを同時に記録する。最大磁場 10 T、室温か

ら 741 Kまでの範囲で実験を行なった。 

講演では、装置の性能評価や、ゼロ磁場と 10 T磁場中における強磁性化合物 MnBiの分解過程のそ

の場観察結果について報告する。 

[1] K. Koyama et al., J. Alloy. Compd. 509, L78-L80 (2011). 

 

Fig. 1 The overview of furnace 
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